
従業員一人ひとりの生産性を高めるためには、常に最新
テクノロジーに対応したPCを利用できるのが理想的だが、
従来からの購入形式で調達したPCではそうはいかない。
会計上で固定資産として扱われることから減価償却に拘束
され、デバイスの利用形態の変化やスペックの陳腐化など
に柔軟に対応できないからだ。

また、デバイスの購入からアップデート、保守、廃棄まで
ライフサイクル管理に費やすコストが増大し、資産管理も
複雑になっている。結果として、OSのサポート終了の直前
になってPCの入れ替えに大慌てで対応している企業も散
見される。

ガバナンスが行き届いていない不十分なセキュリティ対

PC運用管理を取り巻く課題と
解決策となるDaaS

策も、企業経営における大きなリスクだ。コロナ禍以降、リ
モートワークやモバイルワークが急速に普及し、自宅や出
張先、移動中など、さまざまな場所で仕事をする人が増え
た。そうしたシーンで利用されるPCは企業のセキュリティ
境界の外にあるため、不正侵入などのアタックサーフェス

（攻撃対象領域）にされやすい。加えて紛失や盗難のおそ
れもある。

ユーザーのサポートにあたっているIT部門も疲弊してい
る。デバイスの故障やトラブル対応には専門的な知識やス
キルが必要だが、IT部門の人員や予算は限られており、少
数の担当者は常に手いっぱいの状況だ。さらに、コロナ禍
をきっかけとしたリモートワークやクラウドサービスの普及
に伴って、その運用やセキュリティ管理などIT部門の業務
量や役割が増加していることだろう。

そうした中で注目されはじめたのが、Device as a 

企業が業務を効率的に遂行し、事業の競争力を高めていく上でITシステムの活用が欠かせないが、そこでの
大きなハードルとなっているのが、業務現場のエンドユーザーが利用するPCに関して直面するさまざまな
問題である。その解決手段として注目されているのが、Device as a Service（DaaS）だ。しかし、どのDaaS
も同じではない。本当に役立つDaaSを選択するために重視すべきポイントを紹介する。
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Service（以下、DaaS）と呼ばれるソリューションである。
PCの調達から運用、リプレースまで月額課金方式で対応
するサブスクリプションサービスで、一般的なレンタルや
リースと違ってPCのライフサイクル全般を包括的に管理
する点が大きな特徴となっている。

具体的にDaaSは、上述した課題をどのように解決するのだ
ろうか。

まずは「デバイス運用に関する柔軟な対応」。調達した
PCを資産として計上する必要がないため、減価償却など
の期間に縛られることなく、業務要件の変化に応じたPCの
入れ替えやユーザーの増減に迅速に対応することができ
る。無駄な予備機を確保する必要もなくなり、遊休資産の
コストを大幅に削減できるのもメリットだ。

次に「デバイスのライフサイクル管理の実現」。PCの調
達から更新、保守、廃棄まで全てのプロセスを事業者に任
せることができる。加えてPCの利用（稼働）状況の監視や
予備機の管理まで事業者が対応するケースもある。企業
はその対価をサービスの利用料として支払えばよいため、
コスト管理も容易になる。

さらに「ユーザーサポートの向上」。PCに故障やトラブル
が発生した際に、事業者が修理や代替機の手配を迅速に行
うため、ユーザーの満足度や生産性も高まる。当然、IT部門
の担当者の負荷軽減も図られ、限られた人材リソースを新
規システムの企画・開発やDX推進など、より価値の高い業
務にシフトすることが可能となる。

ただしDaaSの導入に際しては、留意しておくべきポイン
トもある。

DaaSはデバイスのライフサイクル全般にまたがる幅広

DaaSによる課題解決と留意点

いサービスを包含しているが、それがゆえにサービス構成
を簡単に変更できない場合がある。結果として、自社には
過剰なサービスまでまとめて導入しなければならなくなり、
コスト負担が重くなってしまうのだ。

もう1つはセキュリティに関するもので、サプライチェーン
攻撃への対策が考慮されているかどうか、しっかり確認する
必要がある。

一般的にサプライチェーン攻撃というと、取引先との業
務上のつながりを悪用し、連鎖的な攻撃の踏み台とする攻
撃手法を指すが、実はそれだけではない。近年ではファー
ムウェア に侵入したマルウェアによる被害も、サプライ
チェーン攻撃の一種として大きな問題となっている。仮に
PCの起動コードが奪われた場合、PCを起動すると即座に
マルウェアが実行され、システム全体に感染が広がってし
まうことになる。

こうしたリスクを低減するためにも、OS以下の階層まで
セキュリティ対策が施されたPCを選定・調達できるDaaS
を選ぶことが重要だ。

ここまで述べてきたDaaSのメリットと留意点を踏まえた
上で、ぜひ注目していただきたいのが「NSW-DaaS with  
Intel vPro® プラットフォーム & インテル® EMA（Endpoint 
Management Assistant）」である。その全体像を俯瞰する
と、次のようなサービスから構成されている。

●PCデバイス管理サービス（PCライフサイクル管理）
PCの調達からキッティング、故障交換、廃棄まで、PCラ

イフサイクル管理の一連のプロセスを全て代行する。さら

「NSW-DaaS with Intel vPro® プラット
フォーム & インテル® EMA」 という選択肢
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NSW-DaaSは各種サービスをまとめた形での一括提供も可能 図1
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にユーザーが利用中のPCの稼働状況をクラウドから一括
管理するほか、入出庫の管理も行う。また、PCの入れ替え
やユーザーの退職時など、PCの返却時にはデータ消去も
代行する。

●PCサブスクリプションサービス
調達したPCやソフトウェア（Microsoft 365など）につい

て、月額/定額で利用することができる。なお、NSW-DaaS
を構成する他のサービスも含めて利用料金をサブスクリ
プション化することも可能だ。

●ヘルプデスクサービス
IT関連の受付窓口（一次受付・保守対応）として、電話や

メール対応、障害の切り分けや各担当者へのエスカレー
ションを行う。インシデントの管理業務も代行可能だ。
NSWが山梨県に所有しているデータセンターにヘルプデ
スク専門部隊を配置しており、自社環境にヘルプデスクを
作る必要がない。

NSW-DaaS with Intel vPro® プラットフォーム & イン
テル® EMAで特筆すべきは、企業それぞれのニーズに応じ
て、必要なサービスのみを選択して導入できることだ。

例えば、「すでに別の事業者のサービスを利用している」、
「内製対応を維持したいサービスもある」といった場合、あ
るいは「フルサービスの導入はコスト的に無理がある」と
いった場合は、部分適用が可能なのである。前ページ 図1  

そしてNSW-DaaS with Intel vPro® プラットフォーム 
& インテル® EMAにおける最大の特徴となっているのが、

高度なセキュリティを担保
PCリモート対応強化基盤の特徴

PCリモート対応強化基盤である。その名のとおり「Intel 
vPro® プラットフォーム」と「インテル® EMA」を活用し、社
内のみならずリモート環境で利用するPCに対しても高度
なセキュリティを担保するサービスだ。

Intel vPro® プラットフォームは、リモートからのPC管理
機能ならびに強化されたセキュリティ機能を搭載したビジ
ネス向けPCプラットフォームである。

PCのセキュリティで最優先すべき部分は、PCの起動
コードや管理者権限などが登録されたUEFI（Unified 
Extensible Firmware Interface）と呼ばれるファーム
ウェアだ。前述したとおり、昨今はOSより下位層を狙った攻
撃が多発しており、その対策が急がれている。

Intel vPro® プラットフォームの主要機能である「インテ
ル® ハードウェア・シールド」は、こうしたサプライチェーン
攻撃も検知し、マルウェア実行の防止、ハード/ファームウェ
ア改ざん有無の検証、メモリの常時暗号化によるリソース
ロックなどを行うことで、PCを保護する。

一方のインテル® EMAはIntel vPro® プラットフォーム
搭載PCを対象として、ファイアウォールの外からでも安全
なリモート管理を実現するIT管理者向けの専用クライアン
ト管理ツールである。例えば、在宅環境で使われているPC
や会議室に設置された管理者不在のPCなどをリモートか
ら電源ONして起動し、パッチの配布や適用、設定変更を行
うことが可能だ。

実際にこれらの機能を活用するメリットは非常に大きい。
Intel vPro® プラットフォーム搭載PCと非搭載PCを比較し
た場合、社内で1000台のPCを運用している企業における
4年間のコストの差額は1800万円以上になるとする調査
結果※1もある。

 

Intel vPro® プラットフォームにおける3つの特徴図2

※１ Forrester Research社の企業調査レポート「The Total 
Economic Impact Of The Intel® vPro® Platform」より
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DaaSそのものは珍しいサービスではなくなったが、
Intel vPro® プラットフォームとインテル® EMAを組み合
わせて提供しているサービスは少数だ。その意味でも
NSW-DaaS with Intel vPro® プラットフォーム & イン
テル® EMAを利用する価値は高く、以下のようなメリット
を得られる。

●経営層：
　Intel vPro® プラットフォームを搭載したPCをサブスク
リプションモデルで導入し、コスト負担を軽減しながら
Windows11への入れ替え対応を図るとともに、昨今の
セキュリティ情勢にも迅速に対応できる。
●IT管理者：
　場所を問わず利用されているPCをリモートから監視・
管理できるため、セキュリティ対策やメンテナンスの負荷
が軽減される。
●財務経理部門：
　コストセンター化しやすい情報システム部門のスリム化
が可能となる。
●事業部門：
　きめ細かなユーザーサポートによりPCのトラブルを早
期解決でき、業務の遅滞が最小限に抑えられる。

NSW-DaaS with Intel vPro® プラット
フォーム & インテル® EMA導入メリット

なお、NSW-DaaS with Intel vPro® プラットフォーム 
& インテル® EMAを導入するにあたっては、まずPoC
サービスから始めることもおすすめだ。

Intel vPro® プラットフォームとインテル® EMAを利用
することで、実際にどんなリモート対応が可能となるのか
試してみることができる。設定済みのIntel vPro® プラット
フォームを搭載した複数台のPCと、PoC用インテル® 
EMAサーバの操作用アカウントがNSWから貸し出され
るため、自社では何も準備せずにすぐに検証を開始するこ
とが可能だ。図3  

NSW-DaaSを提供するNSWはエンタープライズ、サー
ビス、エンベデッド、デバイスの4つのソリューション領域で
デジタル技術を駆使したイノベーションな未来の創出を目
指している企業である。「DXファースト」のビジョンを掲げ、
データマネジメントやスマートファクトリーといった分野に
も注力している。

業種・業務ごとに求められる専門知識と長年の実績に基
づく豊富なノウハウを有し、顧客の企業価値を向上させるソ
リューションを提供することで、フロントからバックエンドの
システム構築、都市型・郊外型の自社データセンターの活
用、運用・保守サービスまでをワンストップで実現している。

そんなNSWが提供しているサービスだからこそNSW-
DaaS with Intel vPro® プラットフォーム & インテル® 
EMAは、あらゆる企業のPC運用管理における抜本的な課
題解決と改善に貢献できるのではないだろうか。

PoCサービスでリモート対応としてどんなことができるかを試せる図3

インテル® EMA

Intel vPro®

プラットフォーム端末

SQL Server

インテル® EMAサーバー

お客様

クラウド環境
何も準備せず

すぐに検証できる!

操作

動作確認


